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路線図 利用状況(便ごと平均利用人数)

運行状況 運営状況（Ｈ26 年度）

運行日
平日（北部診療所へは火・金のみ運行）

年末年始は運休

運行本数 ８便/日

運行時間帯 ６時台～18 時台

運賃

下山地区内：200 円

下山地区⇔北部診療所：300 円

下山地区・北部診療所⇔洞町・市民病院・

岡崎げんき館：500 円

（小学生～高校生は半額、未就学児は無料）

車両 小型バス

接続

路線

岡崎げんき館：名鉄バス、まちバス

市民病院：名鉄バス

フリー

乗降区間
豊田鉄工前～桃ケ久保間

運行経費等 １３，０６８千円

運賃収入 ８１１千円

国補助額 １，３６７千円

委託料 １０，８９０千円

利用者数
４，１７０人/年

（その内高校生以下：６４７人/年）

収支率 １６．７％（国補助額含む）

乗車１人

あたり

市負担額

２，６１２円／人

（高校生以下含む）

利用状況(曜日ごと平均利用人数)

曜日ごと平均利用人数

(期間：Ｈ27.5.18～12.28)

・火・金曜日は北部診療所への利用があるため他の

曜日と比べて利用が多い。

・毎日高校生が通学で利用している。

(人/日)

(人/便)

(人/便)

月・水・木曜日運行(期間：Ｈ27.5.18～12.28)

・高校生の通学で利用されている。

・月に２回老人クラブの活動で利用されている。

火・金曜日運行(期間：Ｈ27.5.18～12.28)

・高校生の通学で利用されている。

・北部診療所への通院目的で利用されている。

桃ケ久保発 岡崎げんき 北部 豊田 北部 豊田 桃ケ久保発 岡崎

館前発 診療所発 鉄工前発 診療所発 鉄工前発 げんき館前

桃ケ久保発 岡崎 桃ケ久保発 岡崎 桃ケ久保発 岡崎 桃ケ久保発 岡崎

げんき館前発 げんき館前発 げんき館前発 げんき館前発

１、各路線の利用状況について 資料２
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バス停ごとの利用状況（期間：Ｈ27.5.18～12.28）

乗車人数

北部診療所の利用が一番多い。

降車人数

大人は北部診療所での利用が一番多い。

高校生以下は岡崎げんき館前での利用が一番多い。

（人）

（人）
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路線図 利用状況(便ごと平均利用人数)

運行状況 運営状況（Ｈ26 年度）

運行日
月・水・木曜日

年末年始は運休

運行本数
月・水 ３便/日

木 ２便/日

運行時間帯 ８時台～17 時台

運賃
1 乗車 300 円

(小・中・高校生:150 円、未就学児:無料)

車両 ジャンボタクシー

接続

路線

宮崎学区市民ホーム前：

名鉄バスくらがり線

フリー

乗降区間

千万町上～宮崎郵便局

東河原口～高雲寺

ナカシバ電工前～熱田神社

運行経費

等
１０，６３７千円

運賃収入 １３１千円

国補助額 １，８６８千円

委託料 ８，６３７千円

利用者数
４６０人/年

(Ｈ26.4～9までの小学生は含まない)

収支率 １８.８％（国補助額含む）

乗車１人

あたり

市負担額

１８，７７６円／人

(Ｈ26.4～9までの小学生は含まない)

利用状況(曜日ごと平均利用人数)

曜日ごと平均利用人数

(期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28)

・木曜日の利用が一番少ない。

(人/日)

月・水曜日運行(期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28)

・午前中は一定の利用があるが、午後の利用はほとんどない。

木曜日運行(期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28)

・どの便もほとんど利用されていない。

(人/便)

(人/便)

（※）８：００宮崎小学校発及び８：５３宮崎診療所発、１１：０６宮崎小学校発及び

１１：５９宮崎診療所、１２：４５宮崎小学校発及び１３:３８宮崎診療所発は

それぞれ１便として運行していますが、大雨河地区及び千万町地区の利用を明らかに

するために便宜上分けています。

（※）１３：００宮崎小学校発及び１３：５３宮崎診療所発、１６：０６宮崎小学校発及び

１６：５９宮崎診療所はそれぞれ１便として運行していますが、大雨河地区及び

千万町地区の利用を明らかにするために便宜上分けています。
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バス停ごとの利用状況（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

バス停ごとの乗車人数

宮崎診療所の利用が一番多い。

（人）

（人）
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路線図 利用状況（南大須・鍛埜ルート）

便ごと平均利用人数（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・木曜日の利用が少ない。

・１便目と２便目を比較すると月・火の利用はほとんど変わらないが、木曜日の利用は

２便目の方が少ない。

運行状況 運営状況（Ｈ26 年度）

運行日

南大須・鍛埜ルート 月・火・木

切山・小久田ルート 水・木

毛呂・井沢ルート 火・水

年末年始は運休

運行本数

南大須・鍛埜ルート ２便/日

切山・小久田ルート ３便/日

毛呂・井沢ルート ２便/日

運行時間帯 ７時台～17 時台

運賃
1 乗車 300 円

(小・中・高校生:150 円、未就学児:無料)

車両 ジャンボタクシー

接続

路線

名鉄桜形バス停：名鉄バス 桜形線

須渕橋：名鉄バス 桜形線

フリー

乗降区間

南大須・鍛埜ルート：

須渕橋～下部下

毛呂・井沢ルート：

下毛呂～うつぎ、竹沢連橋～本郷

運行経費等 ６，０９５千円

運賃収入 ２２０千円

国補助額 ８１０千円

委託料 ５，０６４千円

利用者数 １，０６４人／年

収支率 １６．９%（国補助額含む）

乗車１人

あたり

市負担額

４，７６０円／人

曜日ごと平均利用人数（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・木曜日の利用が少ない。

8：40 発 8：40 発 7：55 発

11：30 発 11：20 発 12：25 発

（※）

全便とも

北部診療所発

（人/日）

（人/便）

（人/便）
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利用状況（切山・小久田ルート） 利用状況（毛呂・井沢ルート）

便ごと平均利用人数（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・木曜日の９：５５上一色平発の便以外ほとんど利用がない。

便ごと平均利用人数（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・８：１０本郷発、１０:００北部診療所発以外の便は１人より少ない。

曜日ごと平均利用人数（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・水曜日の利用がまったくない。

上一色平発 北部診療所発 上一色平発 北部診療所発 上一色平発 北部診療所発

水曜日運行 木曜日運行

曜日ごと平均利用人数（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・火曜日のほうが利用が多い。

うつぎ発 本郷発 北部診療所発 本郷発 北部診療所発 うつぎ発 北部診療所発 本郷発 北部診療所 うつぎ発 北部診療所発 北部診療所

火曜日運行 水曜日運行

（人/便）（人/便）

（人/日） （人/日）
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バス停ごとの利用状況（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・どのルートも北部診療所での乗車や降車の利用が多い。

・切山・小久田ルートは北部診療所での降車数は多いが、乗車に利用はほとんどない。

南大須・鍛埜ルート

切山・小久田ルート

毛呂・井沢ルート

（人）

（人）

（人）
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路線図 利用状況

運行状況 運営状況（Ｈ26 年度）

運行日
火・金曜日運行

年末年始は運休

運行本数
火曜日 ３便/日

金曜日 ２便/日

運行時間帯 ８時台～11 時台

運賃
1 乗車 300 円

（小・中・高校生:150 円 未就学児:無料)

車両 ジャンボタクシー

接続

路線

額田支所バス停：

名鉄バス 額田支所市民病院線

くらがり線

フリー

乗降区間
ハズノモト～市道

運行経費等 ３，８７７千円

運賃収入 １２０千円

国補助額 ４６８千円

委託料 ３，２８９千円

利用者数
４９１人／年

(Ｈ26.4～9 までの小学生は含まない)

収支率 １５．２%（国補助額含む）

乗車１人

あたり

市負担額

６，６９８円／人

(Ｈ26.4～9 までの小学生は含まない)

曜日ごと平均利用人数（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・金曜日は夏山地区を運行しないため利用が少ない。

便ごと平均利用人数（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・１５:０９星野医院発の便は利用がない。

額田支所前発 星野医院発 星野医院発 星野医院発 星野医院発 市道発 星野医院発

（人/便）

火曜日運行 金曜日運行

（人/日）
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バス停ごとの利用状況（期間：Ｈ26.10.1～Ｈ27.12.28）

・星野医院及びＪＡ額田支店での利用が多い。

（人）

（人）
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路線名 内容

下山地区線

・朝、夕の便は高校生の利用が毎日あることから、通学のために利用されている。

・日中の便は、北部診療所の利用が多いことから、通院目的で利用されている。

・下山地区線（ささゆりバス）を利用して北部診療所へ来院する人数の割合は

全体の約２２％（※Ｈ27.11～12 の来院者数と北部診療所降車人数を基に算出）

宮崎地区線

・宮崎診療所での利用が多いことから、通院目的での利用が考えられる。

・宮崎地区線（のってこバス）を利用して宮崎診療所へ来院する人数の割合は

全体の約７％（※Ｈ27.11～12 の来院者数と宮崎診療所降車人数を基に算出）

形埜地区線

・北部診療所での利用が多いことから、通院目的での利用が考えられる。

・形埜地区線（乙川バス）を利用して北部診療所へ来院する人数の割合は全体の

約４％（※Ｈ27.11～12 の来院者数と北部診療所降車人数を基に算出）

豊富・

夏山地区線
・星野医院での利用が多いことから、通院目的での利用が考えられる。

今後の方針

詳細な利用状況を額田の各地区協議会で共有し、改善点の方針を定める。

・利用のほとんどない曜日や区間がある。

・通学や通院等で利用されているが、買物等その他の目的での利用需要の有無。

・サービスレベルにあった運行形態の検討。

利用状況を把握しつつ、額田地域のかたにとって日常生活の交通手段となるよう運行

の改善を図っていく。

２ 各路線利用状況のまとめ ３ スケジュール（案）

・再編スケジュールの説明
・各路線の利用実態の報告
・利用のない便を報告

・地区ごとの協議会にて報告

・運行見直しの方針案の報告

・地域から運行方針案の披露
・各路線の変更案の説明

・地域として運行内容の決定
・運行計画案の説明
・運行内容の決定

・事業者選定の結果報告
・運行計画の承認

(地域公共交通会議)

・住民周知方法の検討
・利用促進策の検討

H
２
７
年
度

岡崎市交通政策会議 岡崎市 額田地域

・運行のない曜日等で利用需要が
あれば、第２回額田会議にて報告
するよう地域へ依頼

2月上旬

2月10日
平成２７年度
第４回交通政策会議

3月上旬
平成２７年度
第２回額田地域生活交通協議会・額田地域乗合タクシー等運行再

編についてスケジュールの説明
・各路線の運行について説明
・各路線の利用実態(曜日ごとや
時間帯の利用まで分析)の報告

3月中旬
市による乗りこみ調査
(利用者の利用目的を把握する)
・乗りこみ調査後、調査結果をまと
める

・地域として利用のない便をどうす
るか意見の依頼
・運行のない曜日や時間で利用の
需要があるか地域から報告

運行案について適宜、公安や道路
管理者に確認

地区ごとに見直し運行案について
協議・調整

4月下旬
平成２８年度
第１回交通政策会議

・会議の意見を額田の協議会へ
反映 5月～

6月
平成２８年度
第１回額田地域生活交通協議会

6月 第２回交通政策会議

・地区ごとに見直し運行案に
ついて協議・調整・運行見直しの方針案の修正報

告 ・状況に応じて第１、２回交通政策
会議での意見を反映・地域によって見直し検討の進捗

が異なるため、６月時点の状況を
報告 8月～

9月
平成２８年度
第２回額田地域生活交通協議

・プロポーザル方式による業者
選定

10月 第３回交通政策会議

11月
債務負担行為算定
(運行内容決定後)

12月
債務負担行為の議決
(１２月議会)
プロポーザル方式取り進め決裁
(１２月議会議決後)

Ｈ29 Ｈ29

2月
(下旬)

提案書に関するヒアリング

生活交通確保維持改善計画の
提出

・生活交通確保維持改善計画の
協議・策定(H29.10新運行計画)

10月 新運行開始

3月
第○回交通政策会議
(基本契約書締結後)

3月 委託業者と基本契約書締結

4月
平成２９年度
第１回額田地域生活交通協議会

4月以降
国への路線申請等
(運行事業者が作成・提出)

H
２
８
年
度

H
２
９
年
度

6月
平成２９年度
第１回交通政策会議

6月末
まで


